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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月29日(2009.9.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに対し、前処理を行う前処理部と、
　前処理された前記画像データに基づき特徴量データを抽出する特徴量抽出処理部と、
　抽出した前記特徴量データに基づき雌雄の判定を行う判定処理部と、を有する雛鶏の雌
雄判定装置。
【請求項２】
　前記特徴量抽出処理部は、前処理された前記画像データに対し方位フィルタリングを行
う請求項１記載の雌雄判定装置。
【請求項３】
　前記特徴量抽出処理部は、前処理された前記画像データにおける画素の輝度値の２値化
を行い、羽に対応する部分を抽出する請求項１記載の雌雄判定装置。
【請求項４】
　前記特徴量抽出処理部は、前処理された前記画像データに対しウェーブレット変換を行
う請求項１記載の雌雄判定装置。
【請求項５】
　前記特徴量抽出処理部は、ウェーブレット変換を行った前記画像データに対し、ハイパ
スフィルタリングを行う請求項４記載の雌雄判定装置。
【請求項６】
　前記特徴量抽出処理部は、前記画像データに対し乗数処理と微分処理を行う請求項１記
載の雌雄判定装置。
【請求項７】
　前記特徴量抽出処理部は、微分処理された前記画像データに対し微分フィルタリングを
行う請求項６記載の雌雄判定装置。
【請求項８】
　前記特徴量抽出処理部は、前記羽に対応する部分の結合処理を行う請求項３記載の雌雄
判定装置。
【請求項９】
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　前記特徴量抽出処理部は、前記画像データに対し回転処理を行う請求項３記載の雌雄判
定装置。
【請求項１０】
　前記特徴量抽出処理部は、前記羽に対応する部分の頂点間の距離を求める請求項３記載
の雌雄判定装置。
【請求項１１】
　前記特徴量抽出処理部は、前記羽に対応する部分の長さを求める請求項３記載の雌雄判
定装置。
【請求項１２】
　前記判定処理部は、ベイズ識別法を用いる請求項１記載の雌雄判定装置。
【請求項１３】
　前記判定処理部は、線形判別法を用いる請求項１記載の雌雄判定装置。
【請求項１４】
　コンピュータに、
画像データに対し、前処理を行う前処理部と、
前処理された前記画像データに基づき特徴量データを抽出する特徴量抽出処理部と、
抽出した前記特徴量データに基づき雌雄の判定を行う判定処理部と、して機能させるため
の雛鶏の雌雄判定プログラム。
【請求項１５】
　コンピュータに、
前処理された前記画像データに対し方位フィルタリングを行う特徴量抽出処理部としても
機能させるための請求項１４記載の雌雄判定プログラム。
【請求項１６】
　コンピュータに、
前処理された前記画像データにおける画素の輝度値の２値化を行い、羽に対応する部分を
抽出する特徴量抽出処理部としても機能させるための請求項１４記載の雌雄判定プログラ
ム。
【請求項１７】
　コンピュータに、
前処理された前記画像データに対しウェーブレット変換を行う特徴量抽出処理部としても
機能させるための請求項１４記載の雌雄判定プログラム。
【請求項１８】
　コンピュータに、
ウェーブレット変換を行った前記画像データに対し、ハイパスフィルタリングを行う特徴
量抽出処理部としても機能させるための請求項１７記載の雌雄判定プログラム。
【請求項１９】
　コンピュータに、
前記画像データに対し乗数処理と微分処理を行う特徴量抽出処理部としても機能させるた
めの請求項１７記載の雌雄判定プログラム。
【請求項２０】
　コンピュータに、
微分処理された前記画像データに対し微分フィルタリングを行う特徴量抽出処理部として
も機能させるための請求項１９記載の雌雄判定プログラム。
【請求項２１】
　コンピュータに、
前記羽に対応する部分に対して細線化を行う特徴量抽出処理部としても機能させるための
請求項１６記載の雌雄判定プログラム。
【請求項２２】
　コンピュータに、
前記特徴量抽出処理部は、前記羽に対応する部分の結合処理を行う特徴量抽出処理部とし
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ても機能させるための請求項１６記載の雌雄判定プログラム。
【請求項２３】
　コンピュータに、
前記画像データに対し回転処理を行う特徴量抽出処理部としても機能させるための請求項
１６記載の雌雄判定プログラム。
【請求項２４】
　コンピュータに、
前記羽に対応する部分の頂点間の距離を求める特徴量抽出処理部としても機能させるため
の請求項１６記載の雌雄判定プログラム。
【請求項２５】
　コンピュータに、
前記羽に対応する部分の長さを求める特徴量抽出処理部としても機能させるための請求項
１６記載の雌雄判定プログラム。
【請求項２６】
　コンピュータに、
ベイズ識別法を用いる判定処理部としても機能させるための請求項１４記載の雌雄判定プ
ログラム。
【請求項２７】
　コンピュータに、
線形判別法を用いる判定処理部としても機能させるための請求項１４記載の雌雄判定プロ
グラム。
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